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Web フィルタリングソフトベンチマークテストレポート 

 

■ベンチマークテストの内容 

アプリケーショントラフィックをテスト対象機器に印加し、新規コネクション数、スループットテスト性能を

測定する。あわせてテスト対象機器のCPUとメモリについての情報を取得し、比較検討する。 

 

■DUT（テスト対象装置: Device Under Test） 

・フリーソフトウェア  Squid  

・製品URL:  http://www. Squid -cache.org/  

・Version ：3.5.8  

※ハードウェアにはIBM System x3550 M2(7946 -PBP)を用い、VMware ESXi 5.1 上のRed 

Hat Linux 7 仮想マシンにSquid はインストールされた。 

※仮想ソケット数は１で、ソケット数当たりのコア数を１と４の2 通りとしてテストを行った。 

 

■本資料作成のために用いた測定器  

・Spirent Communications 社製 Spirent Avalanche C100  

・Version 4.58  

 

■使用ポート 

クライアント群  ：1000BASE -T（1 ポート） 

サーバ群     ：1000BASE -T（1 ポート）  

  

■テストトラフィックについて 

疑似クライアントに接続されているポートをクライアント群ネットワーク、疑似Web サーバに接続され

ているポートをサーバ群のネットワークとして使用する。各アプリケーションのTCPコネクションはクライアン

ト群ネットワーク上の擬似クライアントから開始する。 

Avalanche （疑似クライアント、疑似サーバ）による負荷量の設定は、アプリケーションをシナリオに

基づいて実施する仮想的なユーザの数に基づいて行った。仮想ユーザによるトラフィックを徐々に増加

させ、持続的に処理可能と考えられ、またエラーなどが出ない負荷のときの最大の数値を原則として測

定値として採用した。仮想ユーザによるシナリオは、その内容については後述する。 

 

■Squid のリソース情報の採取 

SSH でSquid のOS(Red Hat Linux) にログインし、「vmstat 」を用いて1 秒ごとに記録した。  
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■ベンチマークテスト項目と説明 

1.TCP新規コネクション毎秒テスト 

HTTP のTCPの新規コネクションテストを行った。 

１仮想ユーザあたりのシナリオは、コネクション確立後GET メソッドをもちいてindex.html をサーバ

に要求し、これに対してサーバは200  OKで応答、これをクライアントが受信するとリセットをサーバに送

信してコネクションを切断するというものである。サーバからのレスポンスに含まれるメッセージボディのサイ

ズを、1bytes 、512bytes 、2kbytes 、10kbytes 、100kbytes 、１Mbytes の6 種類でテストを

行った。 

今回、サーバに1 IP(10.0.0.3) 、およびクライアントは100 IP(10.0.0.104 -10.0.0.203) とし

てテストを実施した。 

 

2.アプリケーションスループット性能 

HTTP アプリケーションのスループットテストを行った。 

１仮想ユーザあたりのシナリオは、コネクション確立後GETメソッドをもちいてindex 1.html をサーバ

に要求し、これに対してサーバは200OK で応答、以降要求するリソースをindex2.html 、

index3.html 、index4.html ... として、50 回リクエスト/ 応答を同一コネクション上で繰り返したのち

にクライアントがリセットをサーバに送信してコネクションを切断するというものである。このように、同一コ

ネクション上でリクエスト/ 応答を繰り返すことにより、TCP コネクションの確立/ 切断のオーバーヘッドを

極力排除したアプリケーションスループットの測定が期待できる。サーバからのレスポンスに含まれるメッ

セージボディのサイズを、1bytes 、512bytes 、2kbytes 、10kbytes 、100kbytes 、１Mbytes6

種類でテストを行った。 

今回、サーバに1 IP(10.0.0.3) 、およびクライアントは100 IP(10.0.0.104 -10.0.0.203) とし

てテストを実施した。 

なお、単に「スループット」と表記する場合は、単位時間あたりにAvalanche のクライアントポートが

受信したパケットの総ビット数の総和としている。詳細は後述する。 

 

■本資料での専門用語 

 

【TCP】 

TCP は OSI 参照モデルのトランスポート層にあたる。TCP では各コンピュータ上で実行されている、

アプリケーション間での通信方法を規定している。 

 

【TCP新規コネクション】 

TCPの通信ではデータ転送を行う前にコネクションの確立（３way ハンドシェイク）を行う。 この３

ウェイハンドシェイクによって発生する新規のコネクションの確立をTCP 新規コネクションとする。 
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【CPS】 

１秒あたりに確立された新規TCP コネクション数。 

 

【トランザクション】 

本資料でのトランザクションとは、擬似クライアントから生成されるHTTP のリクエストメッセージの実行

とその応答のペアである。HTTP1.1 persistence 機能では１つのTCP のコネクション上で複数のト

ランザクション（HTTP リクエスト）を実現しているためトランザクション数≠コネクション数となることが多

い。 

 

【TPS】 

１秒あたりに成立したトランザクション数。 

 

【スループット】 

本資料中では、単位時間あたりにAvalanche のクライアントポートが受信したパケットの総ビット数

の総和。TCP ヘッダ等のオーバーヘッドはスループットに含まれる。 

 

【swap/si】 

vmstat によりOS から取得されるメモリーやcpu 負荷率や使用状況の情報の内、ディスクからスワ

ップインしたディスクメモリの量を、「swap/si 」と表記することにする。この値と「swap/so 」の値がゼロで

あれば、物理メモリは不足していないと考えられる。 

 

【swap/so】 

vmstat によりOS から取得されるメモリーやcpu 負荷率や使用状況の情報の内、ディスクからスワ

ップアウトしたディスクメモリの量を、「swap /so 」と表記することにする。この値と「swap/si 」の値がゼロ

であれば、物理メモリは不足していないと考えられる。 

 

【cpu/id】 

vmstat によりOS から取得されるメモリーやcpu 負荷率や使用状況の情報の内、cpu のアイドル

時間(cpu が空いていた時間)の比率(%) を、「cpu / id」と表記することにする。 
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■本資料でのテストに関する諸元 

1. テスト時の SQUIDおよび Avalanche C100の構成（基本の物理構成） 

今回のテストで用いた測定器は、Spirent Communications 社製 Avalanche C100 である。

図に示すように1000Base -T を2 ポート用い、サーバ疑似用に1 ポート、クライアント疑似用に1 ポ

ート設定し、L2 Switch と接続した。Avalanche による負荷試験と並行してSquid のリソースの情

報取得ができるように、管理用 PCをSquid と通信できるようにL2 Switch に接続した。リソースの情

報は、vmstat コマンドを用いて取得した。本ドキュメント中で用いられる測定値は、前述のSquid のリ

ソースの情報を除き、Avalan che のクライアント群を疑似するポートから得ている。 

 

 

 

Squid Avalanche C100  
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2. テスト時の Squidおよび Avalanche C100の構成（論理構成） 

図中のL2 Switch を介して送受信されるテストのトラフィックは、すべて10.0.0.0/16 の中のローカ

ルな通信である。DUT であるSquid は10.0.0.2 が割り振られている。またAvalanche がエミュレー

トするWeb サーバとクライアントが用いることのできるIP アドレスの範囲は、それぞれ10.0.0.3 ～

10.0.0.102 、10.0.0.104 ～10.0.255.253 とした。 

Squid はプロキシサーバとして機能するので、各クライアントがWeb サーバに対して送信したリクエスト

は、以下の図に示すようにSquid を経由するようにAvalanche を構成した。 

 

 

Squid Avalanche C100  
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3. その他の Avalanche C100の設定 

TCP パラメータ 

本資料のために実施したテストでは、クライアント疑似およびサーバ疑似のいずれでも、

Avalanche C100 のTCPに関連するパラメータは、以下の通りとした。 

MSS 1460bytes  

Receive Window  32768bytes  

ポートレンジ(クライアントのみ) 1024 -65535  

再送タイムアウト初期値 2000 ミリ秒 

最大再送回数 2 回 

 

HTTPのパラメータ 

本資料のために実施したテストでは、HTTP に関連するパラメータは、以下の通りとした。 

HTTP のバージョン HTTP1.1  

ポート番号 HTTP：80 

※Squid に対しては、8080  

サーバレスポンスのメッセージボディサイズ 1bytes 、512bytes 、2k bytes 、10k bytes 、

100k bytes 、1M bytes  

コネクションクローズ方式 クライアントからのReset 
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■テスト結果 

1. 単位時間あたりの新規 TCP コネクション確立数の調査 

会員の皆さまは会員サイトでログイン後、テストレポートを全てご覧いただけます。 

非会員の皆さまは会員申込み（有料）いただければ、本テストレポートの続きをご覧いただけます。 

 

2. 最大アプリケーションスループットの調査 

会員の皆さまは会員サイトでログイン後、テストレポートを全てご覧いただけます。 

非会員の皆さまは会員申込み（有料）いただければ、本テストレポートの続きをご覧いただけます。 

 

3. クライアント 1台あたり 10 セッションとした場合の調査 

会員の皆さまは会員サイトでログイン後、テストレポートを全てご覧いただけます。 

非会員の皆さまは会員申込み（有料）いただければ、本テストレポートの続きをご覧いただけます。 
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■ベンチマークテスト機材 

本ベンチマークテストには下記の測定器を用いた。 

●Spirent Communications 社アプリケーション・パフォーマンス/ セキュリティ 試験ツール 

Spirent Avalanche C100 Version 4.58  

 

 

 

 

 

 

 

 

リファレンス 

 http://tools.ietf.org/html/rfc3511  

ファイアウォール パフォーマンス評価手法     

 Benchmarking Methodology for Firewall Performanc e 

 

■テスト対象装置 

●フリーソフトウェア  Squid  

 

VMware ESXi5.1/Squid
IBM System x3550 M2(7946-PBP)

Spirent Communications
Spirent Avalanche C100

PC

L2 Switch

AristaNetworks
ARISTA7150

( )

http://tools.ietf.org/html/rfc3511
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■Squid OS設定  

会員の皆さまは会員サイトでログイン後、テストレポートを全てご覧いただけます。 

非会員の皆さまは会員申込み（有料）いただければ、本テストレポートの続きをご覧いただけます。 

 

 

免責 

本テストレポートは＠benchmark 会員よりテスト申請を受けて株式会社東陽テクニカがテストを実

施しております。 テストに際し、DUT の設定はレポート内もしくは個別の設定ファイルで公開し、この設

定、テスト環境の時の実測値を記載しており、DUT の性能を保証するものではありません。 

本テストレポートに関する会員からの質問はbenchstaff@at -benchmark.com でお受けしており

ます。 なお、会員以外からの質問等には一切お答えできません。 

本テストレポートをデータとしてご利用いただく場合、会員規約で規定されている注意事項を了承され

たものとします。 

 

 

 


